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評価する :ρ '^Mjl ^' Mj(c2jg)、Csrv C、v voo ここで lは粒子列の全長であるが、それ
を振動板近傍から熱速度 Cで上昇する粒子の最高到達点c2jgと同程度であるとした。 vo(t)は振
動板の速度でvo(t)= Aωcoswtである。以上の考察より、 fs(t)は次のような形で与えられる:
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ん =M筈+Mgを代入した上で、長時間平均等町三 limT→∞打J筈vodtについて 2回部分
積分を行うと、九 =-Mw2ZvOのように (4)式の解を用いて計算できる。最終的に、
sAωω2(ω2 _0.2) sAω 
九/MgAω = 一一 ~一一 (5) 2 c (ω2 _ 0.2)2 + (μfω)2 - 2 c 
を得る。ここで、右辺の2番目の近似的等式では、振動板の周期が粒子列の巨視的な運動の時間ス
ケールに比べて十分に短いこと、すなわちω~n，〆を用いた。この理論の予測と EDMD シミュ
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図 1:(a)異なる N、Tp、r(rは10'"'"'640の範囲で変えた)について、無次元化されたエネルギー
流入量乃を熱速度 Cと最大振動板速度Aω の比の関数としてプロットしたもの。実線I土庁=1.5 
としたときの理論の予測 ((5)式の近似的等式)0 (b)異なる N、句、 rについての無次元化され
た重心高さのパワースペクトル。灰色の太線はt， = 2.0， n = 1.5としたときの理論曲線 (6)式
第2項)。
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